
第3回プログラム委員会アジェンダ案（兼
議事メモ）
開催日時：2022年6月16日（木）16:01～17:28
開催場所：オンライン

参加者：上村、高松、加藤、立石、山崎（記）

6. プログラム委員会の運営
● 委員長、副委員長を決める。

○ 以下で決定。

○ 委員長：上村

○ 副委員長：堀田

その他、今後の企画から実施までをどう進めるか。

（検討項目）

● 委員長、副委員長の選出をどうするか。

● 委員長、副委員長以外のメンバーも、大まかな担当をを決めるべきか。

○ 例えば、セッション審査、企画、外部への働きかけ（広報的なことを含む）、ロジ

（事務局とのリエゾン含む）から、2つぐらいボールをもつことにする、など。
■ 上村さんから個別に意向調査を行う。

● 委員会の名称：次のいずれにするか

○ 拡大プログラム委員会

○ プログラム委員会←こちらに決定

1. イベント日時
● 「日本インターネットガバナンスフォーラム」の日時を決定する。

○ 10月27日木、28日金の2日間とする。両日とも15時開始18時半終了

（主な検討項目）

● アンケートの結果はどうだったか。

● 2日間か1日間か。時間帯（午前、午後、夕方、夕刻）はどこに設定するか。



アンケート集計結果

2. セッション提案の募集期間
● 現時点の募集期限は6月26日（日）となっている。



● 募集期間を単純に延長するか、一旦締め切って二次募集とするか決定する。

○ 2週間延長して7月10日（日）まで延長する。

（主な検討項目）

● 二次募集のタイミングをいつにするか。

● それまでに基調講演・メインセッションの全貌を明らかにできるか。

3. 審査シート
● テーマセッション提案評価for2022秋イベントv0.1（堀田案）をファイナライズする。
● 全体テーマとの関連性については、「特に関連がある」場合は2点、そうでない場合は1点
とする。

（主な検討項目）

● 全体テーマとの整合性をどう評価するか

● 全体テーマの位置付けをどう考えるべきか（活発化チーム会合の確認）

4. 審査委員の人選、審査スケジュール
● 締切後の審査委員会の構成と審査のスケジュールを決める。

● セッション募集については2週間延長する。
● 延長後のスケジュール

○ 7月10日（日）：セッション提案募集期限（2週間延長後）
○ その間、セッション提案していただけそうな方々に、会議開催日程を明記した上で

個別に働きかける。

○ 7月11日〜15日：審査委員会を開催し、採択する提案を選定する。内定した提案
者に対して、意向確認を行う。

○ 7月24日（日）まで：活発化チームに採択セッションを報告する（メール）。報告を前
倒しできる場合は前倒しで通知する。

○ 7月24日（日）または25（月）：応募者に選定結果を正式に通知する。結果の通知
を前倒しできる場合には、前倒しで通知する。

○ 活発化チームへ選定結果を伝えるのは、最終審査のためではなく、単なる報告と

いう位置付け。

● 審査委員は、プログラム委員会の中から互選する。ステークホルダーのバランスを踏ま

え、また利益相反の生じないように行う。ただし、人数が限られていることから、自由度は

低い。現在調整中

（主な検討項目）

● 審査にあたる審査委員を、プログラム委員会のメンバーの中から選ぶ。

● ステークホルダーバランスを考慮する。各ステークホルダー（政府、産業界、技術コミュニ

ティ、市民社会）から1名ないし2名。
● 募集期間の延長の是非を踏まえて、スケジュールを組み直す。



5. 企画セッションの内容
● 基調講演、メインセッションを企画する。

○ メインセッション ＝ 基調講演 and/or メインパネルというイメージ
● 企画について

○ 前村さんがGlocom六本木会議で発表した、スプリンターネットについてやるとよ
いのではないか。

○ インターネットの自由について、伝統的なネットコミュニティと、そうでないコミュニ

ティの見方を対照させる、という方向のものを考えてはどうか。

（主な検討項目）

● 基調講演なのかメインセッションなのか、その両方なのか。

● テーマ、登壇者をどうするか。

7. その他
次回開催予定：7月4日の週（別途調整さんを立てる）


